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1. 若年者調査 

 項目（概ねの分類） 件数 

（1） 制度に対する意見、提案 133件 

（2） 行政などに対する意見 27件 

（3） 現況に関する報告、申し出 63件 

（4） アンケートに対する意見 8件 

（5） その他 103件 

合計 334件 

 

※ 以下に各項目の中から代表的な意見を抜粋したものを掲載しています。 

※ 様々な課題を包含していますので、取組みの是非については、厳密な検討が必要となります。 
 

（1）制度に対する意見、提案 

 地域包括ケアシステムについて 

 母を病気で介護した時に介護保険の利用は有難かった。認知症や長きに渡って介護している人は本当

に大変だと思う。老老介護が増えていくと思うので保険や福祉施設など絶対に必要だと思う。又地域

の人の善意のボランティアの力を借りる事は重要で不審な事が起きないようきめ細やかなサービス。

本当に必要としている人に安価にサービスが利用できるようにして欲しい。 

 国や自治体の財政事情が厳しいという理由で、介護保険サービスの利用者の負担が一割から二割に増

えるのは、年金生活者にとって大変な負担になります。また、介護サービスをボランティアで補う、

ということに関しては、質の高いボランティアの育成が非常に大切だと思います。自分の望む生活を

最期まで継続できるよう、自助、共助、公助のきめ細かい仕組みが望まれます。 

 特に家族がいない、一人暮らしの高齢者の方々を地域で見守る体制ができればいいと思います。例え

ば、松戸市には大学等もあると思うので、学生達へ住居（アパート等）の一部負担をする代わりに、

高齢者のボランティアをするといった若者と高齢者のつながりを作るのはいかがでしょうか。また、

松戸市の中の相談窓口を増やし、周知して頂けると安心できると思います。広報だけでなく、チラシ

でも良いと思います。どうぞよろしくお願い致します。 

 介護予防対策について 

 現在は元気なつもりなので、実感が湧かなかった。しかし、誰にでも起こりうる事なので、考えてい

きたい。松戸市は周りの市に比べてサークル活動が充実していないように思えるが、市のサークル等

を通じて趣味などの自主サークルを作っていく事が盛んに行われたら、生きがい、居場所も生まれて

介護にならなくていられるような気がします。 

 介護保険デイサービスを受ける以前の予防について充実した教室など多くしてはどうでしょうか。老

人ホームは現状待機者が多く、すぐにでも入所というわけにはいかない。でも、在宅では老老介護が

増え、共倒れということもあるようです。寝たきりや認知症にならないようにする高齢者福祉を進め

て頂きたいと思います。健康で年を取っていけたらいいと思います。 

 情報提供について 

 介護に対する勉強会などを、行っているとは思うけど、いつ、どこでやっているのかのアピールをもっ

と行って欲しい 

 地域包括支援センターは、どこにあるのかわからないので、もっとわかりやすく情報が入りやすくな

る事を考えて欲しいです。市内高齢者が介護サービスを受けている状況を詳しく知りたいので、年代

別のサービスを受けている状況を知る機会を作って欲しい。サービスを受けている状態を知ることに

より、自分の今後の生活の参考にしたいです。 

 



資料  自由意見・調査票 

478 

 介護認定審査について 

 要支援、要介護の認定が厳しいと感じる。（生活保護認定より）認定を受けられなければ、生活費を

削って生活していくしかないので、とても不安である。とても住みにくい感じがします。 

 在宅介護サービスについて 

 介護される側の金銭面の負担を少なくして、買い物等のみを気軽にお願いできるようにしてもらいた

い。松戸市内に住む自分の母は父の介護をしておりましたが、一人では限界になり、介護保険を使う

ようになってから、ヘルパーさんに週何回か来てもらうようになり、精神的にも肉体的にも助かった

と言っておりました。介護の保険の重要性はよく分かっております。もっと内容を充実させていくに

は地域の商店の力も必要になってくると思います。例えば電球一個交換するにも、お年寄りには大変

です。そんな時に定期的に訪問するご用聞きのような人がいたら良いと思います。お年寄りの家に

行ったときに、変化等に気づく事ができれば対処の方法でいい方向に行く事ができるかと思います。 

 経済的には施設を利用する事ができなかったり、介護される本人が他人を受け入れられない場合は介

護者が重い負担を強いられる事になります。その介護者に何らかの経済的支援があればいいのにと思

います。自分の親は子供が世話をして当たり前という近所や周りの考えがあるので、精神的にも肉体

的にも大変です。他人を受け入れられない認知症患者は結構いるものですよ 

 この5年間で家族2人を在宅で介護し、看取りました。精神的にも肉体的にも負担は大きく、自分は最

後は施設か病院でと考えています。入退院を繰り返す中で感じたことのひとつですが、医療保険と介

護保険が同時に使えないため、入退院の介護タクシーが自費であったり、入院中はケアマネジャーに

相談しにくかったなど、制度諸問題が多いと思います。24時間体制で相談できる窓口があると良いと

思っています。 

 在宅介護をされる方には何らかしらの金銭的な援助がされると良いと思います。大変難しいとは思う

のですが、少しでもあれば心が楽になると思います。自分は仕事を辞める事はありませんでしたが、

収入はほとんどゼロに近かったです。 

 施設介護サービスについて 

 特別養護老人ホームをもっと増やして欲しい。短い期間で申込み入所できる様にしてほしい。待つ期

間が何年もかかりすぎ。 

 一人暮らしの高齢者が増えているので、その人たちの為の共同住宅が充実するとよいと思う。 

 私の住まいの近くにも新たに老人ホーム等ができていますが、そこに入っている方々、働いている

方々と地域との繋がりがありません。もっと健常者とこのような施設との繋がりがもてるような工夫

をする事により、若い人たちにも介護への関心も出てくるのではないかと思います。 

 約10年前に母が認知症になったとき、夕方から夜にかけ症状が悪化するのに、その時間帯はケアマネ

ジャーにもどこにも連絡がつかず非常に困りました。夜遅くまで電話で相談できるような所があると

介護者にとって心強いと思いました。また、介護者が情報を交換できるような集まりがあると、長期

になっても精神的な支えになるのではないかと思います。 

 介護従事者確保について 

 保険料は多少高くても、介護に携わる職員への給料や、施設、サービスに反映されるなら、問題ない

とは思うが、施設によっては、受けるサービスなどが異なり、本当に信頼できるのか分からない事が

ある。きちんとした基準を設け、サービスを受ける側だけでなく、働く側にもやりがいが持てる様賃

金等も正当なものにしてほしい。福祉に携わる人材を育てる方が先だと思う。 

 介護職員の待遇を改善し、介護を受ける人が安心と安全に不安が無くなるようにしてほしい。 

 介護保険料、サービス利用料について 

 私の父母は介護保険を支払っていましたが、介護保険を使わずに二人とも亡くなりました。支払うだ

けして、少しも返金等が無いのは何となく不平等だと思います。一年間保険を使用しなかったら数百

円でも良いので返金とかがあればいいと思うのですが。 

 年収に応じての介護用品、設備の負担軽減をお願いしたいです。 
 

（2）行政などに対する意見 

 将来に対して不安があります。安心して暮らすことができる様福祉を充実して頂きたい。こちらから

申し込んだり、こちらから相談しなければ何もしてくれないようなお役所仕事ではなく、きめ細やか

なサービスをお願いしたい。ホームページなどはめったに開かないので、広報や回覧板等などでもっ

と知らせてほしい。健康健診のサービスなども分かりにくく、申込み機関が限られており、働いてい

るものには親切だとは思えない。ボランティアも進んで行いたいがどうしたらいいかわからない。 
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 行政の告知が目にとまりづらい。 

 全然知らない事が多くあります。松戸市冊子をもっと目の付くような形で配布するなり、知識を得る

為の工夫が必要と感じます。早急なる問題と考えます。ご検討を願います。 

 松戸は広いためか、すぐ近くに高齢者がちょっと集える場所が少ないと思います。公園が特に少なく、

子供も大人も高齢者も集まれる場所が少ないです。21世紀公園のような大きな公園ではなく、近所の

小さい公園の整備をお願いします。 
 

（3）現況に関する報告、申し出 

 現在ヘルパーとして介護職に付いていますが、定年があるので、その後の生活に不安を感じています。

体の動くうちは仕事に付いていたいと思っております。不安の相談をできるところが判ってません。

介護保険は大切と思っています。 

 今後高齢者が増え介護が大変になる、現職時代に親の介護があり、大変だったが、幸いに親の資産が

あり、それをすべて使い、介護費用に当てた。現在親は見送って介護がなくなった。しかし、自分達

が介護を受けるときになると、そんな費用を捻出する事ができず不安である。介護にお金がかかる事

がよく分った。今後が非常に不安である。 

 機会があれば、介護などの勉強をしてその方面の資格を取得したいと思う事があります。そういった

勉強ができる機関などもっとよく調べたいのですが、現実は毎日の生活に追われ、中々難しいです。

深い専門的な資格や知識が無くとも軽い気持ちでお手伝いできるような事があれば協力したいと思

う。 

 自分も後20年もすれば老人です。そしてそのころには老人であふれかえっているでしょう。そのとき

には自分はなるべく元気でいられたらいいと思うけど、あふれかえっている老人の中デイサービスな

どは順番待ちなど大変になるのではないのか不安です。 

 一人暮らしで、子供もなく、親戚も近くにいないので、将来に不安がある。 

 身の回りに介護を必要とする人がいないため、ぴんと来ていないことが実情です。でも、自分を含め

今後そういうこともよく考えておかないといけないとは思いました。できるだけ自分のみに置き換え

て、考えていこうと思います。 

 現在母がおり、自分自身が胃ガンの手術をして2年が経過し、そしてシングルマザーの娘と共に生活

をしておりますが、母そして自分自身がいつ介護等のお世話になる可能性がある一方で、それを金銭

的にも負担する娘のことを考えると答えられない質問もありました。元気なうちはなるべく迷惑をか

けないようにしてできるボランティア等がありましたら参加していきたいと思います。 

 国民年金の人は安い特養すら入れない状態です。介護4とか5になったらとても不安です。 
 

（4）アンケートに対する意見 

 アンケートの設問がよくない。大変申し訳ないが、いきいき安心プランが何なのかしらない。このア

ンケートに関わる費用にも疑問が残るが回答を出さない事にも無駄な費用となるので提出します。 

 この調査にかかる金が無駄じゃないのか。 

 介護の実感が無いので、アンケートに正しく回答する事が難しい。当事者になっていないので、回答

にあまり意味がないと思う。 

 介護保険や高齢者福祉は実際に経験が未だ無く、良く分からないのが事実です。しかし、これから高

齢者も増え私自身もいずれ介護される時が来ます。このようなアンケートは大変重要なので、これか

らも、他のいろいろな事もアンケートをとって頂きたいと思います。 

 身近に要介護者が居ない者にとっては生活の中で介護等について意識する事は少ないと思う。広報等

で介護保険制度を新規に加入する対象者に対して周知する施策も必要と思われます。アンケートは現

在松戸市が実施している施策の是非を問うものが多く、新たな施策の提案、抜本的な計画の見直しに

欠けるようなものと感じます。 
 

（5）その他 

 子供が減り高齢者が増えるこの状態の中、皆が平等にかつ子供たちに負担が少なくすむよう、まずは

平均的な福祉が受けられ、かつ元気な余裕のある高齢者については、リタイヤするだけでなく社会に
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関わりを持ち続けていく場所を持ち、皆ができることを少しずつ協力し合えるような社会になってい

けばと思います。 

 介護でみなさんにお世話にならないように一生を過ごせれば幸せだと思います。どこで幕を引きたい

か、今度アンケートくだされば、幸いです。有難うございます。 

 高齢者の独居生活の方がやって欲しいことは話をいろいろしてくれる方が必要と感じています。地域

社会の一員としてその場所を考えたい。 

 税金を有効に使って介護する人、される方にとって気持ちよく負担が少なくサービスが利用できるよ

うな充実した内容での事業計画ができることを望んでいます。 

 子どもがいない者にとって行政サービスの恩恵を受けているという実感をできることはとても少な

い。気持ちよく納税するためにも介護についてはこれまで払うだけ払ってきた。恩恵を感じられるよ

うなサービスにしていただきたい。 

 矛盾だらけです。介護される側からすれば安価で利用できるものは利用したいし、人も育ってほしい。

でも介護する側からすれば、賃金は安いし、重労働だし、長くは続かない。こういったアンケートが

何かしらの答えと、その糸口でも見つけられる事を願わずにはいられない。 

 現役世代の暮らしがしっかりしていないと、高齢者への福祉を本当の意味で充実させられないと思い

ます。 
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2. 一般高齢者調査 

 項目（概ねの分類） 件数 

（1） 制度に対する意見、提案 218件 

（2） 行政などに対する意見 40件 

（3） 現況に関する報告、申し出 170件 

（4） アンケートに対する意見、指摘 40件 

（5） その他 64件 

合計 532件 

 

※ 以下に各項目の中から代表的な意見を抜粋したものを掲載しています。 

※ 様々な課題を包含していますので、取組みの是非については、厳密な検討が必要となります。 
 

（1）制度に対する意見、提案 

 地域包括ケアシステムについて 

 これからは高齢者が高齢者をボランティアなどで助けなければならない、しかし無償のボランティア

でなく小額でもいいから支払ったかたが受ける方も手伝う事もいいと思う。私も介護支援ボランティ

アをしているが、昼食代くらいは出してもらったほうが責任感を持ち、やりがいも持てる。又、施設

は有料で受け入れているからボランティアで業務が軽くなるとした場合、料金を割り引くなどでもよ

いのでは？ 

 75歳以上になられた方の高齢者宅を年に一回または半年に一回健康状況巡回訪問サービス制度はあ

るのか？（当方は知りませんが）なければ制度をつくったらどうか、孤老死の予防にも？ 

 地域にもっと参加できるような事をもっとしてほしい。地域によって、あまりにも違いがある事がお

かしい。これからは、家にこもりがちな方の為にも半強制的な事も必要かと思う。年寄りが年寄りを

見ていく為にも、地域が密着して行く事が必要かと思います。 

 介護予防対策について 

 高齢者が増加する前に介護を必要とする人々を制限する為の予防の対策を色々と考えて欲しい。たと

えば高齢者が楽しく安全に生活できるように多様な趣味の場や（体調や障害に合わせ）その為の交通

費の支援（適応範囲を拡大する事で予防になる介護が必要になってからでは遅い）。 

 各地で予防的に高齢者を集めて体操をしたりしているのをテレビで見て羨ましく思う。松戸市民会館

などで沢山の高齢者とともに健康体操など月二会位実践してほしい。少しでも加齢を押さえ元気な高

齢者が賑わい若者たちと共に住みあう松戸になる事を願う。自治体・センター・サークル的なことを

されているようですが、もっと自由に参加できるような集会が安価であればもっと気軽に人と人との

絆も深まるような気がします。 

 情報提供について 

 介護及び高齢施設に関わる全体の仕組み、制度、等分かりやすく解説したものが欲しい。 

 現在は健康ですが、介護を受ける時の為施設に入所する時の為の準備をしておきたいので、説明会の

ような場を設けてほしい。どういう施設があるのか。お金がどの位必要か、期間がどの位かなど。 

 介護認定審査について 

 介護基準を分かりやすくして欲しい。 

 在宅介護サービスについて 

 在宅生活者の改造費用等に業者、ケアマネジャー一任せず、細かく査定し、費用圧縮と介護保険等に

よる予算費用を有効活用して頂きたい。査定に有織者を採用しては？ボランティア等？ 

 施設介護サービスについて 

 住宅介護は実際には大変な負担となる。希望する人に対しては施設介護が十分対応できるように施設

整備をして欲しい。 
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 特別養護老人ホームを増やして欲しい。 

 高齢者が入院した医療機関から三か月までに他の医療機関に転院しなければならず、高齢者も家族も

大変苦労しています。是非この状態をなくしてください。又、高齢者が高額な病院に入院しなければ

解決ができない方法はやめていただきたい。 

 介護保険料、サービス利用料について 

 通院に要する費用（タクシー初乗り料、往復）を月1～2回程度補助として頂けると助かります。福祉

タクシーとして使用する折、運転手さんの態度が要介護者に心を寄せて頂けるよう指導もしていただ

けたらと思います。移動手段に困っております。 

 私は75歳です。元気に働いております。ご意見として介護保険料はなるだけ利用しないように気を付

けております。もし1年間介護保険料を70～75歳の方が利用しなかったら記念品でも頂けたら嬉しく

思います。妻も同年で一緒に働いております。 
 

（2）行政などに対する意見 

 家族が居ながら安易に施設を利用する風習があるような気がする。できる限り家族が介護する指導が

必要と思います。その一方、独居（身内がない）で暮らさなければならない方々をいかに地域で見守っ

ていくか、もっと気楽に活動に参加できる町内会の雰囲気作りが必要な気がします。介護は今や特別

なことではなく特定の人たちのすることでもない。 

 外歩きの機会を多くしたいが、各駅にエレベーター、エスカレーターを設置してほしい。（進歩状況

は議会だよりで把握していますが）老人ホーム自己負担が少なくて良い建設を早く進めて欲しい。松

戸市生活カタログは年々見やすく知りたいことが盛り込まれているが、松戸市内交通マップの中に老

人福祉施設を記入してほしい。広告として、通所介護、居宅介護支援、訪問介護など掲載されている

が、もし、半身麻痺になったら、認知症になったら、とあらかじめ準備できるパンフレットが欲しい。

入居費用、入居条件、入居定員などが、一覧表になっている物。 

 松戸市は他の行政機関よりもシルバー向けのカルチャースクールなどのサポートが極めて劣ってい

る。市のエリアが広域・拡散しているのも一因かと思うが文化的に低水準、他の街のように積極的に

大学調査などを行い、社会人セミナーの共催など努力して欲しい。 
 

（3）現況に関する報告、申し出 

 ここ15年くらい介護を行っていないため介護保険は納入しているものの同サービス、高齢者福祉に関

して殆ど無知である。 

 介護問題はまだ先のことと思っていましたが、このアンケートで知らないことばかりあると認識しま

した。家族や自分が必要になった時の為に日頃から情報を得ておく事が大切と感じました。 

 14年前に主人が病気の時に介護保険がありませんでした。毎月30万～35万位お金がかかりました。

もっと早く制度があったら良かったと思います。 

 ケアマネジャーについて、人によって助言や説明に差がある。良い人に出会えば力になってくださる

し、介護する方も安心で心穏やかに介護ができます。 

 介護は精神的、体力的受ける方、受けられる方ともに苦しみお互いが共倒れせぬ様に生きていくのは

大変な事です。少しでも元気な時に自分の身の回りの整備をしておきたい。 

 月に一度薬をもらいに医者に通っています。月の内半分はアルバイトをしており自身が老人であると

思いたくない。この状態でいいと思っている。 

 私は息子三人いますが老後は当てにせず自分で積極的に日本画を書いたり吹き矢をやったりなどし

身体と心を鍛えています。年をとることを恐れず前向きにとらえる事が大切だと思います。 

 短期間ですが母の介護時に保険・高齢者福祉制度にとても助けられました。有難いことですが、でき

れば自分はお世話になることを避けたい。若い人の負担を思うと何とも言えない気持ちになる。 

 一人暮らしなので、自分の健康は自分で守らなければと思い、頑張っています。市民講座等にもなる

べく出席しています。でも介護を受ける立場になったらできる限り自宅がいいなと思っています。 

 今は自分でなんでもできるが複数の病気があり通院中なので、もっと年齢が上がり、思うように動け

なくなる場合を考えると不安になる。 

 高齢の父を介護して3年になります。週3回のデイサービスを利用していますが、それ以外はほとんど

家でテレビをつけています。（つけているだけで見ているわけではありません）時々話し相手や散歩

につきあってくれる人がいるといいと思います。いつも家族だけではお互いストレスがたまります。 
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 介護保険については今のところ利用していないので、詳細についてはよく分かりませんでした。家庭

介護の経験を（10年全介助）通し、介助する人が安心して心身共に疲れがとれるケア、家族で一人が

背負う介護には限界があり、無理をした結果やりとげた後、介護者の体調面での負担がいろいろと出

て来ます。家庭介護の大変さは体験しなければ真実は分かりません。 
 

（4）アンケートに対する意見 

 年齢は65歳以上であっても、この様なアンケートに自分で記入できる人は健康であることですので費

用が無駄だと思います。 

 この集計の要約を何らかの方法で公表してください。 

 あまりにも項目が多すぎて書くのが難しい。もっと簡単なアンケートとしてとれないものか？ 
 

（5）その他 

 核家族になる様な事がないように推進していくべきである。空家も少なくなります。一人暮らしも少

なくなります。親子、子供とも生活に張りが出ると思います。 

 高齢者になってもただ年齢で判断しないで健康でいて働きたいと思う人もいるのでこの様なかたが

生きがいを感じる場所を作って頂きたい。 

 現在、妻と二人元気であり今後どうなるか分かりません。が、今後数10年たった時の不安は増して来

ています。ただ老人高齢者の増加に伴い必ずしも若い人だけ負担をかけるのではなく要介護者を元気

な高齢者が助ける制度を充実させるべきであり何よりも若いカップルが安心して育てる事ができる

環境作り、子育て支援に力を注ぎ高齢者も大事だがもっと大事な事は日本の将来の子供達である。 

 経済的に無理で施設には入れない為住宅での介護をしている方も多くいると思います。 

 介護保険は簡単に言えません。 
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3. 在宅介護保険認定者調査 

 項目（概ねの分類） 件数 

（1） 制度に対する意見、提案 257件 

（2） 行政などに対する意見 46件 

（3） 現況に関する報告、申し出 259件 

（4） アンケートに対する意見 122件 

（5） その他 18件 

合計 702件 

 

※ 以下に各項目の中から代表的な意見を抜粋したものを掲載しています。 

※ 様々な課題を包含していますので、取組みの是非については、厳密な検討が必要となります。 
 

（1）制度に対する意見、提案 

 介護予防対策について 

 在宅サービス、介護サービス、施設などの前に、まだそこまで利用する必要のない人で健康な人とは

同じ様に動けず家の中で過ごしている人がいらっしゃると思いますが、何の手続きもなく、リハビリ

ルームやカルチャールームで高齢者が高齢者に技術を教えあったりできる気軽な場所が地域ごとに

何ヶ所か（空き家を借りて利用）身近にあったら嬉しいと思います。介護の予防にもなるのでは？ 

 要支援、要介護状態にならない為の高齢者のつどいの場所を、市の補助で作ってほしいと思います。

歩行困難な人は老人福祉センターまで簡単に行けません。住まいの近くに市の補助で集会所を（低料

金で使用可能な）設置していただければお茶飲み会などふれあいの場、趣味の会などに利用しやすく

なります。 

 情報提供について 

 ショートステイが市内の何処にあるのかを一覧表で広報まつどに載せてもらいたい。現在行っている

ショートステイは新聞広告で見つけ見学によって決めています。 

 介護について何でも相談できる所を、まとめて電話番号や場所を書いたものを配布してほしい。なる

べく近隣の情報がほしい。大変でしょうがよろしくお願いいたします。 

 介護保険を利用していますが、介護タクシーは予約制が多いので急な時の利用ができないのが残念で

す。松戸市の広報に案内でも載せてもらえると助かります。色々なサービスを利用していますが、もっ

と上手に効率のよい知識を各方面から知りたいと思います。在宅で介護5の両親をシフトを作り3人で

みています。できるだけ会話を多く今まで育ててくれた親に感謝しながらと思い、7年目となります。

ケアマネジャーのアドバイスを受けてできるだけの情報を集め、少しでも負担の軽くなる介護をした

いと思います。広報による情報を期待しています。 

 介護認定審査について 

 介護保険の認定にばらつきがあるように思います。デイケアの内容を知るパンフレットが欲しい。デ

イケアの施設によっては内容がだいぶ変わり、ケアマネジャーさんは一施設の紹介なので比べられな

い。 

 介護認定審査が行われるまでに時間がかかりすぎる。認定されるまでには1ヶ月半～2ヶ月かかるので、

認定されるまでの間が介護を最も受けたい期間となるのに、介護が受けられず困る。もう少し早く認

定を受けられやすくしてほしい。 

 在宅介護サービスについて 

 住み慣れた我が家で気ままに最期の時を迎えたいと思っているお年寄りの方が多いのではないで

しょうか。介護施設を増やす事より在宅老人のケアとその介護をしている家族の負担を少しでも軽く
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するには（心のケアも含む）、どうしたら良いかという事を考えていただきたいと思います。 

 介護は終日であり一年中である。ヘルパーさんは1時間単位で週2、3回が限度である。あまり介護に

役立っているとは思えない。やはり近隣のボランティア等が必要と思われる。介護保険はあまりにも

余裕がない。ゆるやかな本人に適した法律にすべきである。 

 介護施設、交流センターについては、交通の不便な場所（駅から遠い、周囲に何にもないなど）特定

の地域の人だけの物にしないで欲しい。また相談窓口等は休日、祝日にも開設して欲しい。夜間は家

族が一緒でも日中はほとんど独居状態の高齢者にもサービスを充実させて欲しい。 

 介護者同士がもっと交流できる場所を提供してほしいし、そういう場所がもっと作られるようになっ

てほしい。又、そんな現状を地域等の新聞に発信してほしいと思います。 

 一時預かりや宿泊を受け入れてくれる施設を充実させてほしい。補助金など市が積極的に支援してく

れれば。在宅介護は増えると思う。 

 施設介護サービスについて 

 特別養護老人ホームに入れる施設がいまだ不足の為解決して下さるよう、よろしくお願いします。有

料老人ホームへは高くて入居できません。 

 現在老人保健施設にお世話になっていますが、三ヶ月で次の施設の受け入れ先を探すのが大変です。

母もその度、生活環境が変わって対応が大変です。せめて1年間位同じ施設で過ごさせてやりたいと

思います。 

 介護従事者確保について 

 ヘルパーの給料アップで質の高いサービスを求めたい。又、施設のヘルパーさんが顔見知りになった

頃に移動してしまい、介護される人の行動とか性格が分かった頃に移動してしまい不安です。施設の

利用代金が高くて大変です。 

 認知症対策について 

 今後認知疾患者やその予備群の人が増えて行くことが確実とされている。このことから、その対応策

としてハード（施設）ソフト（ケアスタッフ等）面の充実化が課題と考えます。早急に取り組んでく

ださい。 

 認知症初期、医療機関の所在が分かりにくくサービスの利用方法も解りにくい。簡単に解り易いパン

フレットとか相談窓口が欲しかった。介護していると調べる時間が取れず又、日本人特有の遠慮があ

り、積極的に聞けませんでした。ケアマネジャーにたどり着くまでに時間がかかりました。 

 介護保険料、サービス利用料について 

 介護に要する費用がかかるので、認定を受けている方の要する介護品を購入する場合、少し費用の割

引制度があると介護にも温かい気持ちで接することができるかと思う。例：パンツ、トイレットペー

パー、手ふきの用品、手袋（使い捨て）、消臭剤（けちって使用してます） 

 年金が減額される反面、医療費・介護保険料、物価などが値上がり傾向にあるので、介護保険料など

の値上がりは避けてほしい。行政による介護保険事業者に対する監督を強めてほしい。（いい加減な

仕事をしている業者がいるため）除雪など高齢者の家庭を助けるシステムを構築してほしい。 
 

（2）行政などに対する意見 

 40台の私でも利用する際の契約書類や説明がとても大変と感じました。低所得者や高齢者では情報を

得るのは難しい。私でさえも昨日まで障害者除き対象者認定があることを知らなかった。包括セン

ターもケアマネも役所でも誰も教えてくれない。 

 市民センター10時～5時の間何時行っても自由に遊べる部屋が一室あるといい 

 施設を利用したいがよくわからない。どこで聞いたらよいか迷っています。お願いします。 
 

（3）現況に関する報告、申し出 

 これからは、高齢者が多くなってきますので、介護保険も高くなって来ると思います。年金は下って
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くるので生活が大変になるのではないかとより良い福祉をおねがいしたいと思います。 

 退院後転倒して再入院し退院して1年余り介護保険を利用して治療に専念しリハビリ入浴等を利用し

ながら自主トレに励み介護4から3になりました。今後リハビリに励み早く回復に努力していきます。

今迄に世話になった介護サービスに感謝しています。介護を受ける身になって、つくづくあり難さを

実感しました。これから要介護等が増えますが一層の充実を図ってください。 

 現在老老介護です。昼夜問わずの状態です。老老介護に何か良い支援はないでしょうか？介護支援と

いうのは身体に不良あり、お医者さんの証明がないと受けられないのでしょうか。それぞれ重、軽あ

るのでしょうが精神的、肉体的につらい人に何か（援助）を考えてほしいと思います。 

 介護3ですが、今後4、5となると、使用できる金額は上がるでしょうが、使用料も上がるので、4回利

用していたのを3回にしないと使用料が支払えなくなるので介護度が上がるのは本当に困る。それと、

紙パンツ、パットと数万円（月に）かかるので一袋じゃなくて、もう少し安く買える様に市の援助を

希望します。ご近所の手助けと言いますが、それは大きな間違いです。自分身が弱ったのを見せるの

は本当にしんどい。 

 介護状態になってから、母の介護保険内容を知りました。元気な時から学ぶべきだと思います。いざ

となっても中々スピーディに受けられる物でもないし、何が大切なのかも分からずケアマネさんに相

談した次第です。 

 自宅で見ていましたが、徘徊、トイレができず介護している人が具合が悪くなりグループホームに預

けました。自宅で見るには限界があり、グループホームだと体操したり前より明るくなり、少しずつ

良くなってきて本人にも良かったと思います。 

 認知症（アルツハイマー）介護と色々文章やアドバイスなどあるが、実際に24時間接して一緒に暮ら

してみないと介護の大変さはわからない。これはやっている人ではないとわかってもらえないと思う。

家族の精神的な負担、肉体的な負担…本人はわからないから忘れてしまうからいいけれど、それを介

護している家族の大変さ、家族関係もぎこちなくなってくる。 

 介護サービスは充実してきていると思いますが反面、働く事や遠くの外出を「ギセイ」にしている介

護者を特に長期にわたり「介護している介護者」の事を良く考えてもらいたい。介護者が一人の場合、

介護者が病気になり入院が必要となった場合自分の手続きや体のケアの他に短期入所等の手配等、大

変です。 

 いつまでも自分の家にいて自分の好きな料理を作り、好きな事を時間に縛られず生きていきたいとい

う事を一番思っています。最期はどのようになるか、年を取った現在毎日が不安で心配です。娘も息

子も自分達の生活があります。老人ホームに入りたいと思っても年金生活ではどうにも手が出ない！

わからない事が多すぎるし、金もかかり過ぎます。 

 今現在はまだ寝たきりではないのですが将来父が寝たきりになった場合、母は他界しており娘である

私が体格の大きい父の身体的介護はかなり無理な状況になると思います。母を10年以上住宅で難病で

介護をした経験上ふまえて不安は大変大きいです。実の父を夫の協力でどのくらいしていけるか心配

です 

 介護が始まり一年。ようやく娘が大変な事に気づき掃除・洗濯等を手伝うようになりました。86才の

夫を80才の妻が介護している。月～土まではヘルパーさんが来訪しみてくれますが、日は1人なので

何もできない。いつ何が起こるか分からない夫を介護するのは何とも不安ですし、精神的にも体力的

にも疲れます。いつも上記のボランティアさんのような方（日曜日にお願いできる）がいらしたらと

考えておりました。 

 すでに介護される年令ですがどこまで自分らしく健康な精神状態を保てるか、もう不安が一杯です。

介護する立場の人には感謝です。 

 介護は一日中365日目を離す事ができません。家族が一人でもいる場合は利用範囲が狭く利用できず、

介護者が体調を崩してしまいます。 

 とにかく毎日の事なので利用するにはお金がかかり、つい疲れていても我慢して自分一人で介護して

長年にわたり自分の体もくたくたになり、デイサービス、ショートステイと安い料金で利用でき、自

分の体もゆっくりしたいです。24時間1人での介護は大変です。 
 

（4）アンケートに対する意見 

 私自身介護者である為ほとんどの質問は無意味であった。 

 年齢に沿った質問が必要だと考えます。質問が多くなるのは理解できますが、高齢者にとっては回答

が難しいです。僕は64歳で父（90歳）の代筆をしていますが父自身は回答できない質問が多くありま
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す。 

 高齢の方にはこのアンケートは難しいと思います 

 本人が理解し記入する事は困難です。このような調査はデイサービスなどに直接送ったりして統計を

とったほうがスムーズなのではないでしょうか。 

 認知症が進んで全くわからない状態なので、アンケートを聞いても答えてくれないので家族が書きま

した。このアンケートは意味がないのでは…。健常者と認知症の方を分けてアンケートを取っていた

だければ良いと思います！！ 

 老人に対して出題が多い。疲れて正確な調査ができるかを考慮して欲しい。老人への調査か、保護者

への調査か惑わせるような出題はして欲しくない。今後の調査の為にも 

 高齢者に対してこの内容とこの量は非常識です。難しすぎるし、量も多すぎです 

 後半のアンケートは介護保険の認定者本人ではなく、その介護者に対して行ったほうが今後の介護保

険や高齢者福祉の計画策定に役立ったのではないでしょうか？ 

 アンケートの回答の8割は当時者が認知のため、長男の思った意思等で作成した。もう少し介護につ

いて詳しいアンケートを望む。例えば家族4人で両親が認知の場合、残された家族で行う事は共倒れ

になる事は間違いない。このような場合、市は考えるべきである。 

 後10年先は75歳以上の人が人口の4人に1人だと思います。ますます、介護の必要な人が増え、一部の

富裕層を除き若い人たちの負担を減らす為にも老人ホーム、住居の増加と医療費の軽減、デイサービ

ス、ショートステイなどの介護費利用額の軽減など、国に本腰を入れて考えて欲しい。又、松戸市も

このアンケートを行ったという事だけで満足せず、せっかくしたのだから是非皆の声を汲み上げ、多

くの庶民の為に対策を考えて欲しい。 

 アンケート自体の内容が高齢者には答えられない程わかりにくい。そして家族が回答するにしてもち

ぐはぐな感じがします。制度自体は役所らしく細かく規定されている条件が多く、小さい無駄が多く、

又必要な援助が受けづらくなっているように思えます 

 介護する自分が健康でない。できれば夫と別の寝室があるといいが経済的に厳しい。年金の範囲内で

入居できるホームが欲しい。このアンケートは視覚障害者には不向き 
 

（5）その他 

 全ての住民が安心して暮らせる街（介護、福祉等）として、日本中に誇れる様な松戸市であって欲し

いと思います。日本の中でお手本になれる街であって欲しい。 

 今後増す増す高齢者福祉の費用は増加すると考えています。自治体のみでの財源確保は難しいと思い

ますので国や他自治体での連携が不可欠なのではないでしょうか？「やさシティまつど」という

キャッチフレーズに恥じる事ない行政作りを目指して頂きたいと思います。これからの活動に期待し

ております。 
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4. 介護保険施設利用者調査 

 項目（概ねの分類） 件数 

（1） 制度に対する意見、提案 89件 

（2） 行政などに対する意見 8件 

（3） 現況に関する報告、申し出 84件 

（4） アンケートに対する意見 8件 

（5） その他 35件 

合計 224件 

 

※ 以下に各項目の中から代表的な意見を抜粋したものを掲載しています。 

※ 様々な課題を包含していますので、取組みの是非については、厳密な検討が必要となります。 
 

（1）制度に対する意見、提案 

 施設介護サービスについて 

 特養入所まで10年かかりました。介護施設を3か月より次を探すように言われ、あちらこちらとお願

いしてまわりました。平成25年11月より特養に入所でき安心しましたが、1人部屋しかなく利用代が

かさみます。4人部屋があると助かります。 

 特養の入居待ちに老健やその他の施設を利用するのではなく、あらゆる人がすぐに特養に入居できる

よう特養の増設や、老健やその他施設が特養化できるように行政の改善・法改正など民間に対する支

援の強化や施設の充実に努めてほしい。 

 特別養護老人ホームの入所を希望しても順番待ちで何年先かわからない。もっと福祉施設の入所がで

きるようになればよい。 

 介護従事者確保について 

 特養についてまだまだ入所を待っている方が大勢いるのでこれまでよりも施設の増設を望みます。ま

た、介護職員の待遇面も労働に対してまだまだ低く、充実していないので良い方向での改善を望みま

す。 

 介護保険料、サービス利用料について 

 家族の金銭的負担が大きいので費用を軽くして欲しい。親の負担の為子供の世代の生活もやがて行き

詰ってしまうには眼に見える。我々も70代を過ぎており、我々の面倒はどうなるのか。それが一番の

心配です。 

 在宅支援を基本とする介護保険ですが、家族での支えが困難なケースが増えており介護施設の整備を

増すべきと考える。また、介護保険料の負担が増大しており、この保険制度を維持していくためにも

若年層への負担拡大、高所得の高齢者には更なる負担増を。メリハリのつけた保険料制度へ基礎自治

体である松戸市が国へ積極的に働きかけていく必要があると考える。 

 特養に入ったら本人の財政がなくなった時点で年金だけの支払いができる制度になって欲しいです。

子供たちも年金生活の為、負担になりストレスになります。 

 入所中の福祉用具（車いすや車いすようのクッションなど）施設のものでは古くて十分なものはない。

介護保険の対象にしてほしい。施設入所中の認定で「4」は納得していない。状態をしっかりみてほ

しい。このままでは松戸市の特養にも入所できない。 

 経済的補助が欲しい。在宅の場合ヘルパーさんの来訪時間をもっと長くして欲しい。同居人が居る場

合でも本人の介護、介助は可能な限りヘルパーさんにも援助してもらえるようにして欲しい。私にも

私の生活、人生がある。（仕事、有職者への配慮をしてほしい） 

 

（2）行政などに対する意見 

 母は特養に入り、お陰様で本人はよく分からないものの家族は仕事を続けることができ、又、父はデ
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イサービスに通う等なんとは日々過ごしています。家族が分担して母に会いに行き可能な限り、介護

のにも参加しています。ある日突然家族が介護の必要な状況になるのでとにかくわかりやすさが求め

られます。又、仕事を持っていると手続きも大変です。窓口は土日もやって欲しいです。又、介護な

ども時間の幅と対応するなど必要とする人の側にたった対応を望みます。市役所は、障害者や老人の

介護等に窓口を別々にしてつくっていますが、もっと集約して利用者にとって安心できる環境の改善

を望みます。 

 特別養護老人ホーム（現在入所中）に対する相談窓口を設けてほしい。 

 書類の記入、手続き、高齢の人には難しすぎると思います。 
 

（3）現況に関する報告、申し出 

 介護を利用しない人にとって介護保険料はとても高く感じると思うが、介護保険を利用するようにな

ると本当に助かります。逆にこんな保険料でこんなにもよくしていただけてあり難いと思います。 

 今、入所しているところも一年しか入れないのであと半年後くらいには状況によっては次の入所先を

探さなければいけない。不安である。入所期限を長くしてほしいと願う。松戸市の施設の状況がよく

分からないが入所者待ちも多いと聞くので今後も民間で年金払いぎりぎりの状態を続けるとなると

不安しかないです。 

 養護老人ホームの個室に入っていますが、一番辛いことは外出が思うようにできない事。もう少し会

話ができる入所仲間が欲しい。 

 90歳を越した親（脳梗塞からの流で）が倒れたとき約三年生きているのが不思議です。現在の所など

で見てもらわないととても一緒に生活はできない。（それぞれの生活がある）。自分もそう遠くなくど

こかにお世話になるのかと思いつつ一日一週間を大切にしていきたい。 

 老健に居るより在宅の方々の費用がかさみ介護者の金銭面、身体の負担がかなりある。昨年在宅介護

の為会社を退職し介護していたが夏場の自宅ケアが難しいと病院の先生、ケアマネよりの助言で再度

入所、暖かくなった頃又、在宅を考えています。 

 脳梗塞になる前は、よくデイサービスを（週3回位）使わせてもらっていました。職員の方がとても

親切でやさしかったので、本人は楽しそうにしていました。デイサービスはとても良いサービスだと

思いました。 

 介護保険の法改正等新設について色々と検討しているようだが、現場の意見、家族の意見等を反映し

て頂きたい。現場は重労働で一生懸命やって頂いています。 

 長女である私が父の介護に携わっていますが、自宅での介護が難しく、やむなく施設に入居していま

す。生活的に苦しく、父の年金だけで施設料を支払っているのですが、一時個室をやむなく相談され、

今後も年とともに体の自由がきかなくなると個室での介護が必要になるかもしれません。いろいろ役

所等に相談しましたが、相談だけしかできません…どうしたものか…で経ってしまい、金銭的な不安

がいつも付きまといます。親の面倒を子供一人で抱えている人の支援を切に希望しています。 
 

（4）アンケートに対する意見 

 このような調査は非常に有効且つ大切だと思いますので毎年実施すべきと思います。また併せて家族

サイドからの要望等についても調査されては如何と考えます。 

 本人がすでに意思疎通ができない為お答えできる質問が少なくなりました。後見人や親族が第三者と

して見て答えられるアンケートがあってもいいと思います。 

 このアンケートの送付先に宛名、本人の名前の他に「ご家族様」等の連名があると家族もすぐに開封

しやすい。宛名が本人だけだと、本人には（認知症等で）回等できないから…と放置してしまうと思

います。 
 

（5）その他 

 車椅子なので、利用できる医療機関などが限定され、数が少ないです。バリアフリーなど、弱者に優

しい配慮が不足している様に思います。 
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